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　第３・４回配本は1835年の1月と2月にそれぞれ出たとい
う（１）。第３回配本は「NIPPON　Ⅱ」の日本人の人類学
的特徴、「NIPPON　Ⅴ」の宗教についての記述。図版
は本文に対応して人物像や目の形、仏像を描いた17枚
が配られたが、彩色図はなくすべて色なしであった。第４
回配本では、本文として「NIPPON　Ⅰ」の日本への旅行
記が出され、図版にはシーボルトが測った長崎港の水深
図や景観図、長
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の「改正日本輿地路程全図」
が出された。図版数は他の配本に比べて少なく、１１枚
であるが、手彩色による４枚の地図（〔31〕・〔32〕・〔33〕・
〔34〕「日本輿地路程全図」）が添えらた。

　４枚の地図のタイ
トルは、漢字で「日本
輿地路程全図」と印
刷されている。原図
のタイトルは、表紙に
「改正日本輿地路
程全図」（内題「新刻日
本輿地路程全図」）とあ
り、水戸藩の『大日本
史』編纂にも関係し
た儒者、地理学者で
ある長久保赤水の
作である。作図は、長
久保自身の踏査結果や当時の官撰図類、地理・天文学
書の比較考証によるもので、後の伊能図にように実測にも
とづいていないが、均整のとれた沿岸線の輪郭など図形
の正確において画期的であり、江戸時代後半に何度も版
を重ね日本図の主流をなした。シーボルトは『NIPPON』
本文のなかで、この図は書店で売っており、教養ある日本
人は持っている地図だと述べている（２）。
　初版は安永８年（1779）、２版は寛政３年（1791）であり、
シーボルトは文化８年（1811）の３版を利用している。ライデ
ン大学図書館には、10点の同系統の「日本図」があり、そ
のなかにはシーボルト以外の人物による収集も含まれて
いる。そのうちの1点（番号　UB220C）の表紙に「56　改正
日本輿地路程全図　常州水戸長玄珠子玉父　1811」

という付箋が貼られている。この付箋は、収集した図書類
をシーボルトが助手のオフマン・郭成章とともに整理して、
1845年に刊行した目録を切り貼りしたものであり、筆跡は
完全に一致する。目録は125部発行され、巻頭にはラテン
語によるシーボルトの緒言と目次があり、第1部の「百科事
典類」から第11部の「木版図」まで内容により詳しく分類
され、一連の番号が付されている。ラテン語に翻訳された
書名・著者・刊記などはホフマンが担当し、漢字による目録
は郭成章が転写して石版に刷った。表紙にある付箋は、
郭成章が作成した目録を切り取り、貼り付けている（３）。

　文化８年版をもとに、『NIPPON』用の石版画を描いた
のは郭成章であり、シーボルトは本文のなかで「中国の
書写生の郭成章に忠実な複写の石版を作らせ」たという
（４）。どれほど「忠実」に写しているかまだ検討していな
いが、シーボルトは地名を日本語のままに写させた。これ
は第１回配本の「日本辺界略図」の場合と異なり、意図的
に行っている。シーボルトは、赤水の地図に緯度・経度は
あるが、正確ではないと見抜いており、地名集として刊行
したという。彼が意図したところは、「漢字と日本文字で書
かれている地名を見つけ出し比較するのに誰にも喜ばれ
るであろう。このように地図が一般的に役立つことを否定
するものではないだろう。現在は漢字と日本文字を読んだ
り翻訳する機会もあるのだから、地名集としても非常に役
立つのは明らかである」と述べる（５）。確かに、現地では
翻訳された地図よりもその地の言葉で書かれた地図の
方が便利である。シーボルトは、日本の漁民や船乗りは誰
でもこの地図を読むことができ、水先案内が可能であると
いう。
　原図の「改正日本輿地路程全図」は縦85㎝×横1370
㎝の大きさであり、シーボルトがこれを４分割して描かせ
たのも地名を読むことができるようにするためであろう。
『NIPPON』のなかの「日本輿地路程全図」は、ファン・ヘ
ルダー社から購入された紙（縦59.5㎝×横79.0㎝）を切断せ
ずに印刷されている。通常の豪華版図版に比べると、倍
の大きさになるので、見開き図または折り込み図として製
本されている。
　彩色についてみると、原図は国ごとに色分けされてい
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る。『NIPPON』でも国ごとに色分けしており、多少の違い
はあるが、原図に沿っている。九州・山口を比べると、原図
に赤色でしめされた肥前・豊後・大隅・周防の国は、それ
ほど濃くない赤色系統、ピンク色が塗られている。地名が
読めなくなるのを避けるため、薄い色合いが採用されたと
思われる（九大本と福岡県立図書館本を比べると、九大本が全
体的に薄いが、彩色の仕方にそれほど大きな差はない）。

〔注〕
（１）マティ・フォラー他（『シーボルトと日本』、Hotei出版、Leiden、2000年）。
（２）（４）『シーボルト「日本」』第１巻、277頁（雄山閣、1977年）。
（３）「シーボルト蒐集日本図書目録」（『シーボルトの「日本」の研究と解説』、講談社、

１９７７年）が目録を覆刻している。
（５）『シーボルト「日本」』図録第１巻、687頁、「日本輿地路程全図」のシーボ

ルトによる解説（雄山閣、1978年）。
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ライデン大学図書館 蔵　文化８年「改正 日本輿地路程全図」
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［31～34］ NIPPON Ⅰ 第１図（ｃ）　日本輿地路程全図 ―九州，四国，関東，中部地方，奥羽地方―

九大本 福岡県立図書館本

シーボルト記念館本

ライデン大学図書館 蔵　拡大図












